
研修機関名 JA 愛知西はつらつ農業塾 （仮）     

  

農業従事者の高齢化と後継者不足、担い手の不足による農地の遊休化を少し

でも解消し、明るい未来のため、「はつらつ農業塾」を平成 20 年 8 月に開講しま

した。２年間で専門的な知識・技術を学ぶ「担い手育成コース」の塾生を募集し

ます。 

 

１ 募集内容 

（１）募集人数   

若干名 

（２）応募資格 

① 就農時に 50 歳未満 

② 一宮市、稲沢市で就農 

（３）応募期間 

   毎年４月下旬～６月上旬 

（４）応募方法 

   申込書に記入の上、JA 愛知西、一宮市、稲沢市へ申込（FAX でも可） 

（５）応募から就農までのスケジュール 

項 目 日 程 

募集期間 令和 8年４月下旬～６月上旬予定 

研修説明会（検討中） 令和 8年５月中旬予定 

面接会（検討中） 令和 8年７月上旬予定 

結果通知 面接結果出次第、随時郵送にて 

入塾式 令和 8年７月下旬予定 

研修開始 令和 8年８月１日予定 

就農開始 令和 10 年８月１日 

（６）修了要件 

   出席状況と実習の成果で判断。 

   （１年目終了時に進級審査があります。） 

 

２ 研修内容 

（１）研修期間  

令和 8年８月～令和 10 年７月 

（２）研修場所 

一宮会場：一宮市北小渕 

稲沢会場：稲沢市一色下方町 
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（３）研修内容 

  ① １年目：各 JA出荷組織での現場研修を主とし、個別圃場※での栽培・管

理、共同実習への参加、講義等 

② ２年目：大根専業コース、なす専業コース、その他専業コースを選択し、   

選択した出荷組織での現場研修を主とし、個別圃場にて専攻品 

目の栽培・管理、講義等 

 

３ 研修費用 

  年間 10,000 円（教材費・保険料などを含む）。 

 

   ※肥料、農薬、農具（備中・鍬・手万能など）、資材（不織布・マルチ・支柱

など）、農機（トラクター・草刈機）は使用可能です。 

 

４ 問い合わせ先 

愛知西農業協同組合 営農部 営農指導課 

電話 0587-36-3326 
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研修機関名 JA あいち豊田みよし施設園芸支援センター 

Ⅰ 産地の特徴について（または研修機関の特徴）  
研修施設としては、２０a のハウスと１５a の露地ほ場を活用し研修を行い

ます。ナス・ブロッコリー以外にも、産直向けの野菜栽培や JA 職員向け研修も
おこなっています。新規就農者育成総合対策研修機関に認定されているため、農
大で開催されるニューファーマーズ研修と合わせて、年齢・前年所得等よっては
国の補助事業を受けることもできます。 
 
Ⅱ 募集内容 
（１）募集人数 ２名 
（２）応募資格 

①満 20 歳〜60 歳で、農業を継続的に行う意思のある方 
②豊田市・みよし市で就農が出来る方 
③ナス(露地又はハウス)と露地野菜(ブロッコリー)の栽培を学びたい方 
 又は、複合経営を目指す方 

（３）応募期間 
  令和７年 10 月〜12 月 
（４）応募方法 
   履歴書に必要事項を記入し、応募先へ郵送もしくは応募先窓口までご提

出願います。 
（５） 応募から就農までのスケジュール 

 項目 日程 

募集期間 令和７年１０月〜１２月 

事前相談 随時 

研修説明会 
体験研修 

随時 

面 接 会 令和８年１月 

結果通知 令和８年１月 

オリエンテーション 令和８年 2 月 

開校式 未定 

実務研修開始 令和８年４月 

出荷開始 
促成ナス:11 月〜6 月 

ブロッコリー:12 月〜2 月 
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Ⅲ 研修受入内容 
（１）研修期間 

令和８年 4 月〜令和１０年 3 月 
（２）研修場所 

JA あいち豊田みよし施設園芸支援センター 
〒470-0214 
みよし市明知町大塚 132 番地 3   
℡0561－33－1800 

 
３ 研修内容 

項目 内容 

生産研修 
栽培管理(播種・定植・防除・施肥・収穫・調整等) 
機械操作・環境管理 

経営・労務研修 経営に必要な基礎知識 
労務管理に必要な基礎知識 

就農準備 就農に必要な知識と手続き 

視察、交流 市場見学・産直店舗視察 
軽トラ市・地域イベント参加 

４ 研修費用 
  無料(交通費・被服費・食費等は個人負担) 

５ 問い合わせ先 

あいち豊田農業協同組合営農生活部営農相談課 

〒 471-8511 
豊田市西町 4 丁目５番地 

TEL: 0565－31－2460 
Ｅ-mail: e.sidouin@toyota.aichi-ja.or.jp 
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応募先・お問い合わせ ＪＡあいち豊田 営農生活部 営農相談課
住所 〒471-8511 豊田市西町4丁目5番地
電話 ０５６５－３１－２４６０

募集要項

みよし施設園芸支援センター

年 齢 :

研 修 期 間 :

研 修 場 所 :

研 修 内 容 :

研 修 助 成 :
研 修 作 物 :
募 集 人 員 :
募 集 期 間 :
選 考 方 法 :
応 募 方 法 :

満２０才〜６０才で農業を継続して行う意思のある方

令和８年４月〜令和１０年３月（２年間）

JAあいち豊田 みよし施設園芸支援センターMGMI〜恵み〜
みよし市明知町大塚１３２番地３
JAで定めるカリキュラムに基づく座学・実地等

独立就農
※関係する生産部会組織へ加入斡旋をします
新規就農者育成総合対策（受給条件あり）
ナス（施設栽培）・露地野菜（ブロッコリー）等
定員２名
令和７年１０月１日〜１２月２６日
面接
履歴書に必要事項を記入して応募先へ郵送もしくは
応募先窓口までご提出ください。

２年目は研修ハウスにて模擬経営を実践
研修終了後:
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研修機関名 公益財団法人㓛農支援会   
 

公益財団法人㓛農支援会は、2014 年に一般財団法人として設立し、2016 年に公益

財団法人に移行した農業経営者を育成する財団です。 

研修は、基礎研修と本研修があり、研修作物の栽培技術や農産物販売についての知

識を習得する「基礎研修コース」と基礎研修での知識をベースとし、模擬経営を行い

農業経営力を養う「本研修コース」があります。合わせて約 2 年の研修になります。 

 

１ 募集内容 

（１）募集人数 

   基礎研修コース：５名 

（２）応募資格 

   農業へ従事することを前提とし､心身ともに健康で、18 歳以上の者。高校卒業 

又は同程度以上の学力を有する者。 

 

（３）応募期間 

研修応募は随時行っています。 

（４）応募方法 

   下記、問合せ先にメール又は電話をお願いします。その後、日程調整の上、  

  施設見学と面接を行います。 

 

２ 研修場所  

豊橋農場：豊橋市西赤沢町 

     ガラス温室（養液栽培・養液土耕栽培・有機栽培） 

     作物：トマト、ミニトマト 

     パイプハウス（土耕栽培・周年栽培） 

     作物：葉ねぎ、コマツナ、アスパラガス等 

連携農場：田原市大久保町 

     屋根型ハウス（土耕栽培・周年栽培） 

     作物：キク、スプレーギク等 

 

３ 研修内容  

   基礎研修コース（１年目）：農業に関する基礎技術・同等知識の習得 

（トマト、ミニトマト、アスパラガス、キク等） 

主な研修内容 

施設栽培、農産物販売、家族経営農業実践、大規模農 

園研修、勉強会等 
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   本研修コース（２年目）:模擬経営(ハウス 1棟の管理）、経営管理 

           主な研修内容 

            模擬経営、大規模農園の経営、短期研修、勉強会 

            就農準備等 

（トマト、ミニトマト、キク等）                                                                                                                             

   

４ 研修助成 

（１）全コース受講料：無料 

（２）研修助成金 

 ・就農準備資金支給対象者（支給には支給要件有）  

  就農準備資金（県交付）年２～３回申請 12.5 万円/月   
   㓛農支援会（財団助成）2.5万円/月 
 ・就農準備資金支給対象者外(支給要件に該当しない場合) 
   㓛農支援会（財団助成） 

    基礎研修：    8 万円/月(６か月)         

    本研修  ：  15 万円/月(1 年 6 か月)             

 

５ その他 

   受講料：無料 

   食事代：実費 

   宿泊施設：有（基礎研修生は寮費：無料） 

  

６ 問合せ先 

  公益財団法人 㓛農支援会  

  豊橋市西赤沢町字万場 261－2 

     電話/FAX 0532-48-5732 

  事務局長 

   山本  yamamoto＠kounou-shienkai.jp  

   ホームページ：https://www.kounou-shienkai.jp/ 
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い

 
す

ぐに
販

路
が

開
拓

で
きな

い

 
助

成
金

・融
資

を活
用

 
研

修
時

の
技

術
や

作
業

マニ
ュア

ル
をそ

の
まま

活
用

で
きる

 
㓛

農
支

援
会

の
ネ

ット
ワー

クも
活

用
して

探
せ

る

 
販

路
を紹

介
しま

す
（

JA
・㓛

農
支

援
会

の
既

存
ル

ート
等

）

独
立

就
農

へ
の

課
題

14

7

3つ
の

実
習

15

栽
培

経
営

販
売

3
Tr

ain
in

g
fo

r y
ou

！

8

農
産

物
の

栽
培

15

経
営

販
売

・農
産

物
の

栽
培

・病
害

虫
の

防
除

・ハ
ウス

の
メン

テナ
ンス

方
法

栽
培

18
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9

農
産

物
の

販
売

15

・出
荷

作
業

・対
面

販
売

・市
場

調
査

栽
培

経
営

販
売

10 15

栽
培

経
営

販
売

・モ
デ

ル
ハウ

ス1
棟

を管
理

す
る

・ヒ
ト・

モノ
・カ

ネ
の

仕
組

み
を理

解
す

る

経
営

力
の

体
得

11

２
つ

の
支

援

15

ネ
ット

ワー
ク

助
成

金
2

Su
pp

or
tf

or
 yo

u！

12

2つ
の

支
援

20

助
成

金

・基
礎
研
修
：

①
8万

円
/月

②
12

.5万
円

/月
(就
農
準
備
金
)

※
①

②
の

い
ず

れ
か

を選
択

・本
研
修
：

12
.5万

円
/月
(就
農
準
備
金
)＋
2.5
万

(功
農
支
援
会
支
援
金
)＝

15
万

円
/月

ネ
ット

ワー
ク

農
業
技
術
・経

営
管
理
等
、

㓛
農
支
援
会
の
ネ
ット
ワー
クを

通
じて

独
立
後
もサ

ポ
ート
しま

す

19
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13

1
2

3
基

礎
研

修

研
修
セ
ンタ

ーで
基
礎
知
識
・技

術
の
習
得

ST
EP

 1

4~
6か

月

就
農ST
EP

3

本
研

修

研
修
セ
ンタ

ー・
提
携
農

場
で
1年

間
の
実
地
栽
培

ST
EP

 2

1~
1.5

年

研
修
中
で
培
った
技
術
を

基
に、

個
人
の
最
適
な

スタ
イル

で
就
農
す
る

就
農

まで
の

流
れ

14

研
修

の
内

容

実
践

・
栽
培
実
習

・
ハ
ウ
ス
内
環
境
管
理
法

・
ハ
ウ
ス
の
操
作
方
法
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法

技
術

研
修

・
技
術
顧
問
（
多
田
氏
）
を

招
い
て
の
圃
場
巡
回
指
導

・
隔
週
1回

（
24
回
/年

）

座
学

・
外
部
講
師
に
よ
る
環
境
管
理
、
植
物
生
理
、

潅
水
・
施
肥
、
病
害
虫
防
除
等
の
講
義

・
毎
週
1回

（
33
回
/年

）

15

その
他

日
土

金
木

水
火

月

•大
規
模
農
園
研
修

•生
産
物
販
売
研
修

•先
輩
と
の
M
TG

※
土
日
は
必
要
に

応
じ
て
当
番
制

午 前 午 後

朝
礼

：
本

日
の

スケ
ジ

ュー
ル

確
認

・状
況

報
告

実
習

終
礼

：
状

況
報

告
・日

報
作

成

実
習

実
習

実
習

実
習

定
例

会
勉

強
会

※ 休 み

※ 休 み

週
間

スケ
ジ

ュー
ル

24

実
習

16

研
修

セ
ンタ

ー配
置

図

25

A棟

C棟B棟

D棟事
務
所

出
荷
場

20
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17

A棟
：

大
玉

トマ
ト高

収
量

型
モデ

ル

目
指

す
農

業
スタ

イル

環
境
制
御
技
術
を用

い
た養

液
栽
培
で
高
収
量
を目

指
す
こと
で

生
産
性
を高

め
ると

とも
に収

入
アッ

プを
目
指
して
い
ます

。

3月
2月

1月
12
月

11
月

10
月

9月
8月

7月
6月

5月
4月

業
務

定
植

管
理
作
業

収
穫

片
付
け

18

B棟
：

高
糖

度
トマ

ト栽
培

モデ
ル

目
指

す
農

業
スタ

イル

需
要
の
あ
る高

糖
度
の
ミニ
トマ

トを
安
定
的
に栽

培
し、
収
量
は
少
な
い
が

高
単
価
で
販
売
し、
定
期
的
な
収
入
の
確
保
に繋

げ
る

3月
2月

1月
12
月

11
月

10
月

9月
8月

7月
6月

5月
4月

業
務

定
植

管
理
作
業

収
穫

片
付
け

19

C棟
：

ミニ
トマ

ト有
機

栽
培

モデ
ル

目
指

す
農

業
スタ

イル

有
機
栽
培
によ

り、
環
境
負
荷
低
減
と安

心
安
全
な
農
産
物
を栽

培
し、

付
加
価
値
の
高
い
農
業
スタ

イル
を目

指
す

3月
2月

1月
12
月

11
月

10
月

9月
8月

7月
6月

5月
4月

業
務

定
植

管
理
作
業

収
穫

片
付
け・

消
毒

20

D棟
：

有
機

葉
物

野
菜

の
通

年
栽

培

3月
2月

1月
12
月

11
月

10
月

9月
8月

7月
6月

5月
4月

業
務

播
種

管
理
作
業

収
穫

片
付
け・

消
毒

目
指

す
農

業
スタ

イル

有
機
栽
培
によ

り付
加
価
値
の
高
い
スタ

イル
に加

え
、

日
本
の
経
営
スタ

イル
で
多
く見

られ
る少

量
多
品
目
栽
培
に取

り組
む
。

多
様
な
ニー
ズ
へ
の
対
応
、通

年
栽
培
によ

る所
得
安
定
化
の
実
現
を目

指
す
。

21
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21

就
農

まで
の

サ
ポ

ート

20

書
類
手
続
き

・
農
地
の
取
得

・
認
定
新
規
就
農
者
の
資
格
取
得

・
経
営
発
展
支
援
事
業

就
農
先
紹
介

・
農
業
者
、
農
業
法
人
の
紹
介

計
画

・
認
定
新
規
就
農
者
の
資
格
取
得

・
青
年
等
就
農
資
金

22

研
修

後
の

進
路

(0
8.4

〜
24

.4
) 就
農

68
.5%

就
職

研
修
中

その
他

5.6
%

9.3
%

16
.6%

就
農

形
態

の
割

合
独

立
就

農
51

.4
%

親
元
就
農

29
.7%

農
業
法
人
へ
就
農

18
.9%

30

23

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
業

か
ら、

地
域

を元
気

にす
る仕

事
へ

。ア
ナタ

の
挑

戦
を待

って
い

ます
。

31

お
問

い
合

わ
せ

は
コチ

ラ

05
32

-7
5-

06
71

担
当

者
：

山
本

概
要

所
在

地
：

愛
知

県
田

原
市

六
連

町
神

ヶ谷
16

-1

設
立

年
：

20
14

年

代
表

者
：

石
黒

功

22


